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「
市
長
さ
ん
、
私
は
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
る
市
民
大
学
講
座

H
F
d創

作
と
鐙
嵩
H

に
参
加
す
る
た
め
、
盤
調
瑚
夜
市
役
所
前
白
道
路
を
利
用
し
て
い

ま
す
が
、
道
路
日
照
明
灯
は
つ
い
て
い
る
も
の
白
街
灯
が
な
く
、
街
路
樹
の
く

ナ
白
書
が
大
き
い
た
め
か
、
品
T山
道
は
真
っ
暗
で
危
院
で
す
。
ナ
イ
タ
ー
照
明

五
誌
を
主
い
る
と
き
は
、
ま
だ
よ
か
っ
た
の
で
す
が
。
な
ん
と
か
し

て
〈
だ
さ
い
」
と
い
う
手
紙
が
、
八
千
代
町
の
島
市
ぷ
よ
さ
ん
か
ら
潟
き
ま

し
た
。
さ
っ
そ
く
庁
内
で
憤
計
し
十
点
脂
果
、
揖
遜
と
八
幡
山
会
閣
の
聞
に
間

方
む
締
出
闘
を
兼
ね
た
ハ
ム
闘
照
明
灯
を
設
蜜
ず
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
公

開
品
も
土
否
が
流
出
し
、
盤
輔
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
C
と
か
ら
会
問
馬
辺
を

結
合
的
に
改
悼
し
よ
v
つ
で
は
な
い
か
と
詰
が
さ
ら
に
進
ん
で
い
ま
す
。

ζ
の

よ
う
に
、
五
十
五
時
か
ら
始
め
た
「
市
長
へ
の
手
紙
」
は
、
十
一
月
末
日
ま

で
に
五
百
十
三
件
に
も
な
D
、
市
長
の
み
な
さ
ん
の
声
が
市
政
に
反
映
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
乙
で
今
月
は
、
「
市
長
へ
四
手
紙
が
ど
白
よ
5
に
処
恕
さ
れ

て
い
る
白
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
ち
な
内
容
が
多
い
の
か
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
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「
市
長
へ
白
手
紙
」
は
、
要
望
や
意
な
か
に
は
、
「
市
民
白
木
と
し
て
，
く
お
い
モ
が
し
い
と
患
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ

見
、
苦
情
、
提
語
、
礼
状
な
ど
に
分
け
ず
の
一
き
μ
を
指
定
さ
れ
た
そ
F
J
で
す
が
作
っ
て
く
だ
さ
い
。
し
ん
か
ん
せ
ん
白

ら
れ
ま
す
。

ζ
れ
か
ら
ど
す
っ
r
話
題
化
し
、
お
知
ら
せ
下
も
あ
い
て
い
ま
す
」
な
ど
、
陳
情
を

市

政

へ

の

要

望

一

時

吟

駐

日

間

札

口

二

刊

号

E賠
い
草
ベ
る
子

ま
ず
、
要
望
に
つ
い
て
一
剖
盈
紹
介
諌
づ
け
て
公
表
す
る
と
、
早
く
市
民
に
礼
状
に
つ
い
て
は
、
市
職
員
に
お
往

す
る
と
、
「
須
高
地
下
道
の
架
道
の
訪
朝
制
じ
ま
れ
る
と
思
3
0
ま
た
、
由
緒
あ
話
に
な
っ
た
お
礼
や
般
事
の
お
礼
な
ど

諜
援
が
低
く
、
手
併
が
入
っ
た
り
す
る
る
も
の
は
、
化
粧
回
し
令
長
り
、
立
署
が
主
な
も
の
で
す
。

と

危

険

な

空

襲

警

議

く

し

て

仮

を

す

る

一

宮

、

ユ

ニ

ー

ク

章

一

一

週

間

以

内

く
だ
さ
い
」
や
、
お
年
寄
り
の
方
か
b
言
も
あ
り
ま
す
。

「

市

長

芝

、

私

室

、

六

年

前

交

通

こ

ご

亙

事

を

港

北

こ

ぷ

置

を

事

故

に

あ

い

、

霊

が

し

び

れ

る

宅

子

供

か

ら

援

一

一

一

一

一

一

一

間

れ

き

な

内

容

は

、

す

べ

て

市

長

「

市

長

へ

れ

低

い

崎

市

民

2

福
祉
会
館
巳
行
吉
、
毎
日
ふ
ろ
に
入
っ
子
供
か
ら
の
四
四
吉
田
も
多
く
「
市
長
さ
が
目
安
通
し
、
回
答
が
必
要
な
も
の
に
な
さ
ん
の
貴
重
な
提
当
日
や
巴
意
見
を
、

て
い
ま
す
。
実
は
、
箔
社
会
館
白
ア

y
ん
と
A
闘
い
た
い
。
例
え
一
ば
、
市
長
さ
ん
は
手
紙
や
亀
語
で
ど
返
事
し
て
い
ま
市
政
に
反
訣
さ
せ
よ
う
と
行
っ
て
い
る

マ
舗
が
大
量
ん
で
い
ま
す
。
修
理
が
が
公
民
壁
画
っ
て
、
そ
の
地
喜
子

T
。

芝

、

担

君

豊

富

地

へ

出

ぷ

輔

副

務

務

懇

も

の

で

す

む

1
5
7
6
1
7
5
ヨ
B

亡
き
な
け
れ
ば
薪
し
い
物
を
一
、
一
一
台
供
た
ち
に
平
塚
市
白
こ
と
を
教
え
て
く
か
り
て
痘
掩
話
し
合
う
な
ど
、
そ
の
内
総
H
6
(
日
U

6
い
年
!
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
気
の
つ
い

購
入
し
て
い
た
戸
β
ま
せ
ん
か
」
な
れ
た
り
、
遊
ん
で
ぐ
れ
た
り
、
私
た
ち
容
に
よ
っ
て
、
ス
ム
ー
ス
に
処
理
し
て
た
こ
と
を
書
い
て
い
た
だ
乙
う
と
、

ど
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
手
梧
も
古
ま
れ
で
白
意
見
を
聞
い
て
〈
れ
た
り
し
た
ら
い
い
ま
す
。
た
ま
た
ま
、
検
討
中
の
も
白
そ
れ
で
は
、
「
市
長
へ
白
手
紙
」
む
「
市
長
へ

D
干
紙
い
は
市
立
公
民
館
や

お
huま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
横
い
な
あ
と
患
っ
て
い
ま
す
」
や
、
「
市
や
二
課
に
ま
た
が
る
も
の
な
ど
は
二
週
主
な
間
向
ぞ
み
て
J

み
ま
し
ょ
う
。
図
書
館
な
ど
の
公
共
施
設
に
国
置
い
て
あ

討
し
て
、
対
応
で
き
晶
も
の
は
、
す
ぐ
長
さ
ん
お
崩
い
。
私
の
所
に
公
翻
が
あ
間
以
上
た
つ
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、
原
書
ぜ
ら
れ
た
五
百
十
一
一
一
件
を
升
顎
し
り
ま
一
ず

o
e利
用
く
だ
さ
い

Q

処
返
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
も
め
で
も
よ
い
で
則
と
し
て
-
一
週
間
以
出
リ
L
C返
事
す
る
て
み
ま
す
と
、
や
は
り
道
路
と
下
水
道
手
紙
の
盤
い
て
あ
る
崩
所
は
、
択
の

し
か
し
、
あ
る
母
親
か
ら
「
一
一
一
誠
一
と
す
。
す
べ
り
台
一
角
で
も
よ
い
で
す
。
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
務
備
に
関
し
た
も
の
が
一
番
多
〈
六
十
と
お
り
で
一
す
。

一

歳

の

一

子

供

を

暴

れ

て

市

営

プ

ー

ル

に

二

件

で

、

全

館

由

一

二

割

を

占

め

て

い

マ

自

治

会

・

町

内

会

忌

宅

、

市

立

公

民

室

、

主

プ

ー

ル

に

撃

と

メ

ま

五

百

十

一

一

一

持

の

内

容

ま

ナ

。

号

、

語

文

化

に

闘

す

る

語

、

駅

前

市

民

窓

口

セ

ン

タ

!

、

蓄

を

か

け

て

入

ろ

う

と

し

た

ら

、

雑

蔚

逗

尚

一

二

1

1

2

1

2

~

ノ

も

め

が

五

十

一

件

(

一

O
軒
〉
と
書
館
、
陣
物
館
、
福
枝
品
館
、
市
民
病

入

防

止

と

一

子

供

た

ち

目

安

全

管

理

の

た

多

い

道

路

や

下

水

道

整

備

え

ら

中

に

は

縮

会

堅

実

習

説

、

中

央

会

量

、

勤

労

会

問

、

白

書

め

と

い

う

留

闘

で

、

唱

手

と

メ

ガ

ネ

を

楽

堂

の

建

設

者

望

日

U

声
が
吉
ま
れ
て
い
荘
、
地
域
医
揮
管
理
セ
ン
タ
ー
、
県
的

取
る
よ
う
に
注
態
害
れ
ま
し
た
。
民
間
「
市
経
へ
の
手
紙
」
に
は
、
市
に
対
国
や
県
に
対
し
て
は
七
十
七
件
で
一
五
ま
す
。
一
一
一
番
目
は
な
み
収
集
と
環
境
葉
台
悼
育
館
、
市
民
プ
一
フ
ザ
、
市
民
セ
ン

プ
l
ル
で
は
注
脅
さ
れ
な
い
の
に
。
ず
る
も
の
ば
か
D
で
な
〈
、
国
や
東
に
削
引
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
百
件
、
神
奈
叱
に
関
す
る
も
白
で
五
十
件
(
九
9

七
夕
1
等
。

私
一
は
近
接
な
の
で
な
ん
と
か
許
可
し
て
対
ナ
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
市
中
の
パ
ス
等
に
鵠
し
た
民
間
金
高
に
対
也
、
限
番
目
は
交
通
安
全
と
拐
犯
に
⑧
広
務
パ
ト
a
i
ん
も

く
だ
さ
い
」
と
い
う
手
紙
が
届
き
ま
し
に
対
ず
る
も
由
は
、
五
百
十
三
件
四
う
し
て
も
十
五
件
(
一
ニ
軒
)
寄
せ
ら
れ
て
粛
す
る
も
白
で
百
十
七
件
(
九
・
一
一
ま
た
、
「
市
長
へ
白
手
紙
」
の
ほ
か

た
が
、
検
討
白
結
果
、
や
は
hu子
供
む
ち
四
百
二
十
一
件
で
全
悼
の
八
二
軒
、
い
ま
す
。
計
)
、
五
番
目
は
緑
化
の
推
進
と
公
箇
整
に
、
市
内
各
地
区
若
巡
回
し
て
苦
情
や

ま
令
審
理
上
危
険
な
白
で
、
対
応
で
き
4
1
1
1
1
1
1
1
1
j
i
l
-
-
!
i
i
;
j
i
t
-
-
-
」
輔
等
に
関
す
る
も
白
で
四
士
一
件
(
八
提
言
を
間
〈
広
聴
パ
ト
ロ
ー
ル
、
韓
化

な
い
も
の
は
「
喜
な
い
〕
と
は
っ
き
一
空
7
4
5
1
9
3
1
2
2
2
4
4
4
一
三
軒
〉
と
続
い
て
い
ま
す
。
ま
つ
り
一
会
場
や
産
業
ま
つ
り
会
場
で
関

一

方

、

一

1

5

一

り

一

お

断

り

し

て

い

ま

す

。

印

属

団

一

i

l

-

-

一

特

に

最

近

目

立

つ

も

の

は

、

青

少

年

〈

市

政

へ

の

議

室

コ

ー

ナ

ー

、

完

毛

市

政

へ

の

苦

矯

一

史

認

7

5

8

6

9

5

1

1

3

4

0

8

8

6

5

一

白

書

と

非

行

化

問

題

で

二

十

七

件

ニ

て

一

披

露

と

し

て

一

投

書

、

電

ー
一
歩
主
一
1
4
2
2
1
1
1
1
1
1
1
7
m
一
〈
五
二
一
日
桁
〉
と
増
王
続
け
て
お
り
、
話
、
ア
イ
デ
ア
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
も
あ
り

苦

情

に

つ

い

て

の

手

紙

を

み

る

と

、

開

一

施

V

E

l

l

i

-

-

!

t

一

昭

緩

や

シ

Y
ナ
ー
な
ど
を
心
配
す
る
意
ま
す
白
て
な
利
用
く
だ
さ
い
。

「
ピ
プ
ノ
殺
人
事
件
が
あ
っ
た
に
も
か
さ
も
一
品
2
口
初
日
9
m
7
7
2
1
3
n
制
一
哨
や
校
内
暴
力
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
⑧
必
ず
寄
書
す
る

カ
f
p
p
T、

誰

に

聞

か

せ

る

の

が

幼

稚

匂

一

I

L

I

l

i

-

-

1

1

1

1

1

一

カ

増

え

て

い

ま

ナ

。

な

お

、

問

民

の

み

な

さ

ん

か

長

寄

せ

閣

の

さ

i
カ
i

喜

突

き

く

、

迷

概

一

史

臼

日

3

2

n

2

6

2

2

沼

一

ら

れ

る

「

雨

長

へ

の

手

紙

一

は

、

市

政

惑

し

て

い

る

。

己

れ

は

霊

だ

」

と

い

昭

一

U

i

-

-

策

絡

で

き

る

も

の

明

記

%

に

反

脱

さ

れ

て

い

る

わ

け

で

す

が

、

せ

う

よ

う

な

騒

音

の

苦

情

や

臭

誌

の

苦

情

一

一

上

吾

首

で

も

わ

か

る

と

お

り

、

実

施

で

っ

か

く

の

一

塁

苔

も

無

記

名

の

た

め

、

む

r
定

一

一

題

等

な

ど

が

み

ら

れ

ま

す

。

霊

目

立

ち

始

後

…

一

等

間

醤

き

る

も

白

と

で

き

な

い

も

の

に

丹

け

る

返

事

で

き

な

い

場

合

主

主

す

。

グ

め
た
放
盤

R
転

車

や

む

み

問

題

な

ど

法

一

分

一

持

等

捕

化

薄

殻

と

、

実

捕

で

き

る

も

の

は

、

京

百

十

三

ラ

ブ

で

も

お

わ

か

D
の
と
お

p
一一一軒

f
一

一

嬬

じ

盤

行

書

涯

も
、
乙
の
あ
と
に
続
い
て
い
ま
す
。
統
一
区
一
部
ミ
劃
帯
竺
井
総
窓
生
件
の
う
ち
豆
公
四
件
で
一
三
訴
を
占
(
六
十
一
二
怒
り
方
が
無
記
名
な
の
で

苦
情
と
し
て
「
市
の
職
員
の
態
度
が
手
一
一
の
儲
境
犯
公
、
専
題
理
問
ど
め
て
い
ま
す
。
一
番
多
い
の
は
、
己
れ
ず
。
必
ず
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
て

告

七

時

計

刊

行

一

守

山

一

一

一

向

認

定

一

語

諮

問

問

問

打

見

れ

ば

九

日

日

開

位

以

詰

げ

は

即

日

義

一

、

-

収

安

の

侍

器

対

へ

劇

な

・

錯

市

教

へ

の

捷

一

一

一

一

議

制

票

益

弘

間

臓

器

時

欄

畑

U
M十
日

A
U
M
J引斗
M
U
F
Mけ
い
同
時
日
目
出
設
内

市

政

へ

の

提

口

一

一

一

目

と

み

ら

れ

る

手

紙

の

に

つ

い

て

語

っ

て

い

る

も

の

が

多

〈

、

し

て

く

だ

さ

い

。

す
ぐ
実
施
で
き
な
い
も
の
を
事
考
意
見

と
し
て
取
れ
ν
扱
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

翼
糟
車
白
高
い
も
の
は
、
片
エ
憶
に
密

着
し
た
道
路
、
下
水
道
め
盤
轄
で
、
六

十
二
件
中
四
十
路
件
が
実
施
に
撃
さ
れ

て
お
D
、
実
施
蔀
は
七
一
唱
に
も
白
ぼ

っ
て
い
ま
す
。
実
描
串
由
一
番
低
い
む

は
、
事
の
あ
る
提
昔
日
が
さ
れ
て
い
る
一
一

番
呂
田
芸
術
e

文
化
関
品
目
わ
ず
か
開

討
で
す
が
、

ζ
白
揖
合
は
、
将
来
四
番

唱
弔
意
見
と
し
て
八
八
割
が
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
る
か
ら
で
一
ず
。

次
に
、
ご
意
見
は
あ
り
が
た
い
が
、

「
実
施
古
き
な
い
」
と
、
断
っ
た
も
の

が
五
十
四
件
で
一
一
軒
あ
り
ま
す
。

言計合



平
常
ど
お
り
収
集
。
年
始
は
、
1
月
。
大
神
環
槽
司
骨
生
セ
ン
タ
ー
(
京
)
に
く
み
思
り
苦
し
ず
者
や
躍
で

4
尽

き

か

ら

平

常

収

揮

す

る

。

年

末

は

芦

習

幸

正

午

ま

し

開

体

力

メ

白

書

む

た

め

小

ぎ

て

聞

に

し
た
が
っ
て
、
花
月
加
日
か
ら
ー
で
、
年
始
は
1
月
4
5
〈
水
)
か
ら
年
末
は
、
ロ
月
四
百
(
木
)
ま
で
合
わ
な
い
家
庭
に
隈
b
、
臨
時
〈
一
み

マ
ロ
月
初
旨
(
金
)
い
つ
も
火
'
月
3
Bま
で
は
収
聾
し
な
い
の
で
、
受
け
付
ほ
る
。
平
常
収
襲
竜
行
う
。
曜
の
を
受
け
付
け
る
。
そ
れ
以
外
白

も

え

る

ご

み

金
関
門
口
に
収
集
し

τい
る
地
区
絶
対
出
さ
な
い
よ
つ
に
し
て
い
た
だ

1
R徳
田

制

は

も

え

町

始

は

、

1
月
5
白
(
木
)
か
ら
家
庭
に
つ
い
て
は
受
け
付
け
な
い
白

年
末
は
、
ロ
月
初
日
ま
で
い
つ
も
ま
た
、
紅
/
苦
節
、
閉
山
お
町
、
見
約
き
た
い
。
摺
離
な
環
境
で
新
し
い
年

P

平
常
収
集
浄
匂
行
う
。
で
な
注
意
を
。

題

聾

菌

防

、

錦

町

、

富

田

前

、

宝

町

に

つ

い

州

越

え

ら

れ

る

よ

う

、

皆

吉

ん

な

協

な

い

ご

み

牽

絞

集

マ

申

し

込

み

背

官

(

工

)

か

島

観

静

て

も

、

3
2
5寝
室

。

1
月
出
呂
(
月
〉
は
、
凶
暴
人
臨
時
く
み
と
り
ノ
ら
一
幻
自
(
さ
ま
足
環
境
警

議

議

F
L鶴
舞

同

校

聾

と

な

る

。

語

、

な

み

は

当

日

D
a
8時
犯
の
自
由
振
り
替
克
体
日
で
あ
る
が
、
し
尿
の
か
み
取
P
作
業
は
、
芦
重
要
窓
口
議
)
へ
。

綴

♂

一

警

護

鱗

鶏

弘

額

損

絡

悶

悶

悶

闘

関

蹄

臨

肉

料

幻

自

鶴

自

臨

時

μ目
隠
れ

lnH科
目
封
羽
目

i
H
H
1
1討

HH闇
討
開
封
間
関
観
マ
持
書
す
る
島
印
鑑
、
手
数
耕

雲

議

機

的

多

綴

護

一

通

g
議

議

事

翠

密

議

事

轟

議

主

義

F
講

義

援

も

HF3覇
鑓
輔
暴
議
欝
覇
拶
轍
ニ
百
七
十
町
内
、
し
尿
可
み
取
り
一
一
票

e

議

議

欝

統

一

畿

二

一

目

一

、

ι耕
一

宮

持

品

作

町

議

幅

一

場

曹

れ

崎

議

習

Z
L
Jで
お

ヱ

カ

ー

ド

〈

ピ

ン

ク

色

〉

慰

擁

護

媛

緩

警

が

鱗

醐

醐

一

古

車

時

?

岬

p
d犠
柳

家

輯

域

内

野

a
F
蝉

福

竜

福

建

e
d
e
d音
響
喝
重
量
汐
噌
j
d
嘩

教
叫
欝
鮮
料
難
瀦
「
ド

H
ド

h
N
H
K内
NiijiliVii--jih--一
ほ
川
|
|
!
け

h
h
論
調
鶏
手
数
料
の
納
期

機
管
知
事
会
議
鰭
鱒
噂
年
始
は
、

1
月
4
日
(
さ
か
ら
丹
、
ま
で
に
お
出
し
を
。
も
え
な
い
と
み
を
特
別
収
集
す
る
。
習
室
か
ら
1
月
4
日

(
3
U月
は
、
清
掃
半
数
軒
第
3
期
日

必
譲
歩
息
子
必
需
平
常
収
集
を
始
め
る
。
し
た
が
っ
て

1
月
主
第
1
週
〈
I
R
2
5
、
ま
で
休
み
と
な
る
。
白
納
期
で
あ
る
。

由
一
日
恥

U
U。
ロ

見

苦

か

ら

1
角
3
8ま
で

は

、

ご

み

の

持

ち

込

み

帯

主

(15日
)
の
月
曜
日
が
各
家
庭
あ
く
み
取
り
は
、
初
日
間
署
名
義
覇
市
役
所
怒

v
u月
鎚

日

〈

水

〉

い

つ

も

水

@

収

集

し

な

い

。

。

粗

大

ご

み

液

訴

処

理

場

と

も

に

振

れ
ν
替
え
体
臼
に
な
る
白
隔
で
行
っ
て
い
る
が
、
疋
月
体
み
田
口
等
へ
納
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

土
曜
日
に
収
集
し
て
い
る
抽
出
誌
寸
J
1
1
1
?
U
O
年
末
は
ロ
月

ma〈
水
)
午
撞
3

で
、
邸
時
に
第

3
週
四
月
織
臼

(
1
簡
に
初
日
尽
と
な
る
輩
庭
む
う
ち
、
問
い
合
わ
せ
は
、
市
環
境
説
明
生
耳
目

話

芸

白

き

い

つ

ゆ

孝

一

1
1
t江
川

均

時

宅

、

年

拍

は

1
舟
4
日
(
水
)
月
凶
臼
〉
に
も
え
な
い
な
み
の
み
特
芦
習
王
、
苦
き
、
重
管
理
揮
。
糸
〈
喜
子
二

木

曜

日

に

収

集

し

て

い

る

地

区

年

語

、

賢

官

き

ま

で

か

暴

け

付

け

る

。

制

収

集

す

る

も

の

で

あ

る

。

習

5
、
官
憲
、
百
一
一
内
緯
二
四
一
〉
へ
。

第 389号 (2) 

一λい
戸
/

リ

グ

ρぜ
」
ス
d
夢

、己/併話

l
i
l
t
-
e
4
d匂匂伶

4¥

、~
マ
?
年
十
末
市
は
、
一
年
の
締
め
く
〈
り
と
い
う

ιと
で
、
人
や
お
金
の
動
き
が
一
段
と
再
出
発
に
な
白
、
一
年
目
中
ム

マ
で
も
犯
罪
や
事
故
が
期
間
ち
多
〈
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
散
溺
む
機
会
が
多
〈
な
っ
て
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
ム

マ
i

通
事
故
も
多
発
し
て
い
る
。
そ
乙
で
防
犯
協
会
で
ほ
、
十
二
月
一
臼
か
ら
一
月
十
日
ま
で
、
，
年
末
年
始
を
ー
ム

マ
安
全
に
H

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
「
年
末
年
始
特
別
蕃
域
一
者
実
施
し
、
犯
罪
や
事
故
の
防
止
に
罫
め
て
い
ム

マ
る
。
皆
さ
ん
も
、
「
カ
ギ
か
け
は
家
族
み
ん
な
の
合
い
言
葉
」
「
声
か
け
て
み
ん
な
で
摘
も
ラ
非
行
の
芽
」
ム

マ
「
散
沼
運
転
場
取
・
ゆ
く
年
〈
る
年
み
ん
な
笑
顔
で
宍
通
安
全
」
聖
心
掛
け
、
問
る
い
新
母
音
迎
5

え
で
い
た
ム

マ
だ
垂
た
い
。

) 

事
ヲ

中
人
権
液
韓
格
桜
一
日
μ
月
初
百
〈
答
、

1
月
旦
臼
(
汚
〉

。
行
数
欝
植
田
組
出
制
{
刊
叩
時
iM四時

。
一
日
間
法
諦
栂
融
制

1
月
初
日
(
火
〉
、

1
月
間
四
日
〈
木
〉

予
約
制
〈
笠
間
?
も
可
〉
、
何
回
持
i
m縛

。

宅

建

物

栂

銭

賢

官

8
4時
1
語

予
約
制
(
盟
議
で
も
可
〉

。
登
問
棋

Mq
叩
刷
醐
霧
翻

1
月
お
日
(
念
、
日
時
I
お
時

合
住
宅
欄
談
双
月
初
日
〈
火
〉
、
日
時
f
話
時

〈V
窓
閉
山
ヰ
最
視
制
問

1
月
刊
品
目
(
木
)
、
犯
時
1
河
川
時
，

。
一
離
宮
市
博
A
相
談
器
官
(
た
だ
し
、
土
盟
日
は
立
時
ま
で
一
、
日

摺
昭
和
明
百
は
除
〈
〉

。
調
機
器
酒
抱
軒
、
問
背
月
日
四
百
(
会
、
幻
自
(
念
、

1
月
S

日
(
金
〉
、
ぬ
時
l
施
時

。
持
続
考
案
特
許
間
相
談
1
月
9
B
〈
月
〉
ぬ
時
f
日
時

八
〉
下
務
坂
引
相
談

1
月
間
四
百
〈
木
〉
、
口
時
羽
分
、
J
M

即時

務
少
年
胡
相
談
窓
〈
市
民
セ
Y
3
1二
階
巴M

i七
三
一
一

月
f
金
曜
日
9
時
5
日
時
時
土
欄
8
は
む
時
ま
で

輔
惜
叫
粧
品
首
輪
開
お
!
こ
三
一
回
一
三

。
、
お
総
」
と
槍
談
毎
週
月
曜
臼
(
欝
忍
を
酷
〈
)
、
日
同
時
間
5
お
時

。
母
平
品
帽
脱
出
毎
週
月
i
金
蝿
日
、

9
時
f
お
時
鉛
分

。
療
護
児
一
盟
幅
制
駁
経
過
月
r
〉
金
曜
日
、

9
時
5
日時時

。
高
齢
者
総
韓
摺
談
毎
週
月
3
金
曜
旬
、

9
時
節
分
5
一日時時

土
曜
貨
は
設
時
ま
セ

。
老
人
潤
綴
語
録
選
民
・
木
曜
日
〈
た
だ
じ
、
祝
日
の
掘
調
告
は

休
み
〉
、
午
前
mw時
5
ロ
時



浪人されたっちぜひご参加を

とき 1 日
習時30分鞠場
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た
ぐ
な
い
と
い
う
考
え
方
で
す
。
沖
に

波
ζ
ろ
し
を
憂
い
て
、
肱
げ
る
寵
と
い

5ζ
と
島
計
留
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

授
と
ろ
し
は
浮
き
ブ
イ
に
す
る
か
、
題

定
し
た
も
の
に
す
る
か
と
い
う
窓
蒐
も

b
も
、
二
次
的
に
起
き
る
H

火
事
d

な
白
で
あ
る
。

地
鐙
が
起
き
た
と
妻
、
使
田
市
中
の

火
の
始
末
を
し
な
い
で
、
ま
た
火
が

出
て
も
初
期
間
火
世
し
な
い
で
逃
げ

る
人
が
い
る
と
、
火
は
勢
い
に
ま
か

せ
て
燃
え
ト
添
わ
J

、
あ
っ
と
い
う
簡

に
広
が
っ
て
し
ま
言
。

地
震
が
起
宮
た
ら
、
火
白
始
末
、

初
期
消
火
を
怠
れ
ず
に
。

地留守
L
よ
る
提
需
を
少
な
ぐ
ナ
る
マ
臼
む
ろ
か
ら
消
火
の
構
え
を
し
、

に
は
、
火
の
始
末
と
初
期
消
火
が
大
情
火
器
な
ど
白
使
い
方
を
よ
く
知
つ

切

で

あ

る

。

て

お

ζ

ぅ。

過
去
白
地
鐙
で
も
お
わ
か
り
白
よ
マ
揺
れ
を
感

Pた
ら
、
丈
は
や
〈
火

う
に
、
地
震
ど
火
事
は
、
切
っ
て
も
の
始
末
を
し
よ
吉
。

切
れ
な
い
関
係
が
あ
り
、
大
き
な
地
マ
万
一
出
火
し
た
場
合
は
、
初
期
白

露
目
と
き
は
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
う
ち
に
火
苦
情
そ
う
。
そ
し
て
、
大

ど
火
事
が
発
生
し
て
い
る
。
地
震
の
声
で
隣
近
所
に
声
を
掛
け
合
い
、
初

恐
ろ
し
い
の
は
、
地
鍵
そ
の
も
の
よ
期
消
火
に
弼
め
よ
う
。

河
金
き
ょ
う
は
『
青
年
に
と
っ
て
魅

力
あ
る
街
と
は
」

0
7
1
マ
で
、
自
己

ろ
一
思
っ
て
い
る
こ
と
や
感
じ
て
い
る
乙

pま
す
。
韓
議
釈
は
地
元
が
控
用
者
負

と

を

お

続

き

し

ま

す

固

ど

ん

ど

ん

な

意

抽

出

す

る

己

と

に

な

る

自

で

、

相

槙

駅

は

見

を

お

蓄

ぜ

く

だ

さ

い

図

箇

銑

に

必

要

駅

と

諌

め

さ

ぜ

な

け

れ

ば

一

一

箆

博

最

最

近

、

自

黙

と

か

離

が

蹴

い

け

な

い

の

で

す

。

と

こ

ろ

が

、

国

扶

っ

て

告

で

い

る

よ

う

に

思

い

ま

す

。

私

が

行

革

が

ら

み

で

出

費

秒

必

要

と

す

る

は
、
芝
生
で
ゴ
ロ
ッ
と
横
に
な
っ
た
D

の

で

は

な

く

、

な

ま

い

き

な

い

い

方

を

計

画

に

は

、

手

を

出

さ

な

く

な

っ

た

の

す

る

自

が

好

き

で

す

が

、

市

長

田

乎

供

す

れ

ば

、

人

続

的

空

間

白

あ

る

ま

ち

を

で

す

。

い

ず

れ

に

し

て

も

、

相

韓

両

献

は

の
己
ろ
の
備
景
は
ど
う
で
し
た
か
。
作
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
@
ま
ち
づ
く
あ
D
ま

す

が

、

官

き

れ

ば

プ

イ

由

上

で

お

金

を

出

さ

な

い

玄

訳

を

作

ら

せ

よ

っ

市
斐
子
供
の
己
ろ
は
と
て
も
い
た
ず

D
委
員
会
自
翠
冨
ど
お
D
、
実
説
送
車
釣
り
が
で
き
な
い
も
の
か
主
検
討
し
て
が
、
日
本
生
命
が
行
為
フ
ζ
ょ
に
な
D
ま
と
い
う
の
で
、
む
3
3
が
レ
い
わ
け
で
す

ら
で
し
た
。
ど
じ
ょ
う
す
く
い
の
天
才
通
り
に
交
通
制
限
常
設
け
、
カ
ラ
i
舗
い
ま
す
。
国
金
品
、
県
会
白
先
生
方
に
も
し
た
。
今
白
段
鵬
闘
で
は
、
十
一
潜
ぐ
ら
耳
、
、
「
斗
、
h

手

で
、
力
一
一
義
る
の
も
吃
つ
ま
か
っ
た
で
謹
し
、
ア
ー
ケ
ー
ド
裏
え
て

hY3
要
望
し
て
い
ま
す
し
、
少
し
時
閣
が
か
い
白
ピ
ル
に
な
是
苦
手
。
量
的
¥
〆

¥
E
よ

討

す
。
高
念
に
嬰
つ
の
は
、
私
自

5
5
zー
さ
す
、
そ
れ
を
総
合
か
る
か
も
し
れ
喜
ん
が
、
臨
時
四
撃
な
内
昏
は
こ
れ
か
ら
と
い

2
2で
¥

ゲ

¥

口

辺

諒

金
田
あ
た
り
で
も
、
ど
じ
ょ
う
す
く
い
公
雪
で
づ
な
げ
る
と
い
う
た
た
き
台
捕
は
一
生
震
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

κ弘
前
則
川
辺
、
誌

が
立
重
な
く
な
っ
た
C
と
で
す
。
は
で
吾
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
そ
れ
ず
。
萎
本
一
は
、
で
き
る
だ
け
自
黙
を
頭
駅
前
む
放
置
自
転
車
に
対
し
で
は
、
す
¥
杯
込
涼

雲
仙
、
融
合
ハ
ム
簡
を
作
っ
て
い
ま
す
を
作
タ
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
す
ζ

と

で

す

。

ラ

ス

カ

の

東

鱈

ι立
一
笹
山
自
転
車
駐
輪
鯵
略
行
H
H
Hれ
H
k
r
h窃
J
線

対

葬

場

率

最

技

場

、

災

雪

崩

い

と

怠

い

ま

す

。

立

体

的

な

駅

前

講

を

274た
、

震

露

地

必

ず

し

錨

糧

自
樽
蓄
量
庫
な
ど
繍
緩
部
分
を
品
川
戸
打
吉
司
会
新
し
い
ま
ち
づ
く
D
に

つ

い

て

を

一

部

借

用

し

で

、

一

千

一

一

一

百

台

位

の

d
晶
縛
特
認
品
仏
必
紗
務
相
ヘ

i
l

せ
て
い
ま
す
J
警
の
払
い
下
げ
田
市
長
吉
ん
か
皇
が
手
品
し
た
が
、
に
整
備
し
た
ら
自
転
車
駐
撃
を
作
る
予
定
で
す
J
七

入

計

時

制

齢

喝

訊

叫

な
か
で
、
散
構
り
で
き
る
公
開
幽
や
避
難
む
意
見
が
あ
わ
一
ま
す
か
。
一
司
会
そ
れ
で
は
、
女
性
由
意
見
を
関
し
て
、
自
転
車
白
放
費
者
防
止
す
る
呆
「
一
一
コ
コ
コ
韻
瞳
輯
睡
一
田
園

調
所
と
し
て
の
妥
目
的
広
場
者
作
り
た
向
山
久
光
私
は
、
海
が
近
い
袖
ケ
担
い
て
み
た
い
と
患
い
ま
す
。
例
を
制
定
ど
お
で
、
放
壁
自
転
車
は
が
、
ぜ
ひ
必
要
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

い
と
患
い
ま
す
。
に
住
ん
で
い
ま
す
か
、
四
キ
ロ
討
に
及
金
草
綴
子
駅
閣
辺
は
少
し
殺
伐
と
し
な
く
な
っ
て
い
〈
で
し
ょ
う
。
努
力
し
て
い
き
た
い
と
忌
い
ま
す
。

そ
こ
仁
芝
症
を
議
え
る
の
で
、
横
に
ぷ
半
摂
申
出
障
を
生
か
し
た
ら
、
平
援
の
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
恵
沢
市
な
ど
田
駅
前
広
溺
を
立
能
化
し
で
、
ジ
ョ
ッ
ま
た
こ
れ
か
ら
め
都
市
機
能
を
考
え

な
っ
て
体
聾
し
て
く
だ
さ
い
。
〈
襲
)
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
諦
れ
る
も
自
に
な
る

4
つ
に
立
憶
的
に
整
備
さ
れ
た
釈
前
に
ピ
y
庁
留
に
す
る
と
と
は
考
え
て
い
ま
た
場
合
、
自
穿
用
車
?
を
極
力
締
め
出
す

湯
川
浩
之
須
裂
に
住
ん
で
い
ま
す
。
と
患
い
ま
す
が
。
し
た
争
ょ
い
と
患
い
ま
す
が
、

ζ
れ
か
叶
)
ん
。
偲
活
を
庄
埠
ナ
る
乙
と
に
な
る
方
針
を
と
ら
な
い
と
基
本
的
に
無
渥
で

都
計
と
い
う
の
は
、
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
市
長
寺
つ
で
す
ね
。
行
政
む
な
か
で
ら
ど
一
目
よ
う
に
な
る
め
で
し
ょ
う
ー
か
。
の
で
は
な
い
か
と
恩
手
か
ら

330
己
す
。
そ
う
な
っ
て
く
る
と
晶
唱
え
な
け
札

崎
浦
町
れ
)
は
日
咋
十
日
時
間
以
前
U
訪
日
い
訪
日
日
叩
目
立

F
M同
封
抗
日
目
叫
持
活
吋
品
抗
日
河
川
純
計
れ
れ
J
U
勺れれ

年
ん
感
に
晴
人
雇
昔
ま
し
た
が
、
今
は
イ
メ
i

護
保
、
も
う
ひ
と
つ
は
相
模
川
塁
し
よ
う
。
開
審
急
い
で
お
り
ま
し
た
を
や
っ
て
い
き
た
い
と
患
い
ま
す
。
が
と
れ
る
も
り
で
な
け
れ
ば
蓄
で
き

管

ど

で

長

餓

ジ

が

な

い

と

思

い

ま

す

。

潤

地

古

ず

。

臨

岸

に

つ

い

て

は

、

己

ノ

ま

せ

ん

か

ら

、

課

算

が

と

れ

話

よ

ヨ

モ

「
は
中
市
符
市
議
確
か
に
尚
も
な
い
で
す
担
。
終
i
ト
と
い
う
ζ
と
を
考
え
て
い
ま
す

町
叫
ん
配
恥
針
襲
撃
壇
の
イ
メ
!
ジ
は
、
物
が
安
が
、
片
瀬
や
鵠
沼
と
同
む
き
に
は
し

民
る
生
意
い
と
い
う
こ
と
で
し
内
八
十
五
万
人

公
あ
や
の
ぐ
、
計
四
商
圏
在
持
っ
て
い
ま
し
た

央
カ
動
分
。
が
、
念
竺
十
八
万
入
ぐ
ら
い
し
か
あ

や
魅
活
白
る
り
ま
せ
ん
。
特
色
が
き
な
っ
た
ぜ
い

臼

て

の

、

す

k

お
っ
ろ
て
介
で
し
ょ
ゑ
フ
か

月
と
ご
え
紹
た
だ
貿
っ
て
も
争
え
ば
い
い
と
い
う

立

に

呂

考

を

て

年

が

ら

容

し

習

な

か

内

念

「

ん

点

な

認
。
み
畑
盟
主

主

こ

£

vrzf

、1
0

会

れ

に

ろ

た

大

わ

マ

い

れ

成

行

一

ろ

わ

育

が

テ

い

行

金

J
を

、

と

緩
諮
問

J
を

う

年

対

か

と

よ

少

の

う

こ

み

青

と

ろ

る

て

長

だ

い

け

る、

腫
大
学
、
小
田
急
融
と
つ
な
ぐ
よ
う
な
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

巡
り
が
な
い
と
、
新
交
通
体
系
も
で
き
そ
れ
か
ら
、
七
夕
ま
つ
り
で
一
す
が
、

な
い
の
空
ず
。
東
名
は
物
流
で
す
が
、
シ
ョ
ッ
ピ
y
グ
モ
ー
ル
ぞ
持
っ
た
り
?

葉
原
斡
!
泊
勤
幹
輯
相
模
艇
の
誘
致
を
ま
す
が
、
ど
5
お

考

え

で

す

か

。

新

幹

線

は

議

脳

の

動

き

な

白

な

す

。

通

て

機

能

が

制

約

苦

れ

る

と

、

七

夕

ま

つ

新
聞
で
読
み
ま
し
た
が
、
ど
う
な
っ
て
市
長
首
都
圏
五
十
キ
ロ
白
中
に
あ
っ
て
信
が
ど
ん
な
に
発
達
し
て
も
行
か
な
け
り
を
続
け
る
白
は
む
ず
か
し
い
と
M

い
る
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
モ
ノ
レ
l

新
横
浜
、
小
田
駅
間
は
五
十
キ
ロ
以
上
T

も

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

も

あ

る

わ

り

で

意

見

も

出

て

い

ま

す

。

し

か

し

、

企

ル
な
ど
の
新
し
い
奪
還
系
も
都
市
計
あ
る
の
で
、
相
模
駅
は
涌
勤
新
幹
蹄
揖
谷
口
し
い
拠
点
中
ポ
イ
ン
ト
が
必
要
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
や
は
D
頭
脳
露
づ
く
り
委
員
会
で
も
七
夕
ま
つ
主

題
白
中
で
宿
題
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
制
拙
か
ら
も
必
要
で
し
ょ
う
。

70
厚
木
の
轟
の
堅
か
ら
j

本
厚
木
駅
、
れ
は
新
幹
輯
で
ず
。
で
す
か
b
、
頭
脳
し
て
い
こ
う
と
い
っ
て
い
ま
す
。
ム

し
か
し
、
国
銑
の
駅
に
は
、
こ
ち
ら
そ
し
て
新
幹
綿
の
訳
、
旭
む
団
地
、
モ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
西
部
氏
陵
地
主
開
発
ま
ま
で
い
い
と
い
う
わ
け
で
な
く
、

〉
〉
〉
〉
〉
コ
コ
〉
〉
〉
コ
コ
コ
コ
協
か
ら
作
っ
て
く
れ
と
諌
む
諮
騒
僚
と
、
れ
か
ら
提
唱
し
て
い
る
西
部
丘
陵
地
す
る
と
、
新
幹
緯
の
駅
は
ど
戸
レ
て
も
う
い
う
影
に
し
て
い
く
か
検
討
十

見

崎

善

自

由

幡

宮

原

土

田

崎

営

禽

動

土

之

組

之

は

国

鉄

が

必

要

た

と

認

め

る

必

要

駅

が

あ

〈

頚

筋

セ

ジ

タ

ー

と

し

て

号

、

東

必

要

と

な

っ

て

く

る

の

で

す

。

票

雪

手

。

せ

っ

か

く

興

会

溜

何

様

没

後

仇

明

仁

川

山

明

池

桐

明

議

確

た

伝

統

で

す

か

ら

、

古

島

仁

怨

」

ヂ

久

子

康

子

幸

ず

和

仁

肝

品

七

夕

ま

つ

与

の

ゆ

く

え

号

訴

M
A
Hけ
rh

田

川

欝

源

語

教

栄

4
4

勢

散

重

千

正

¢

金
手
川
川
子
棋
木
戸
泉
経
山
口
寄
宿
町
家
田
小
川

5
0
J
cい
ま
し
た
。
時
間
も
あ
h

L
仲

小

金

十

五

品

開

神

小

中

古

杉

山

ニ

内

山

一

一

一

間

市

誌

の

力

で

さ

ら

に

伸

ば

そ

う

ん

り

で

、

震

に

一

一

語

、

お

緩

い

ナ。

京
勝
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
〉
い
に

川

田

際

司

磯

目

白

土

沢

潤

岡

信

水

沢

出

回

沢

雲

ど

寸

つ

も

あ

り

が

と

う

言

い

ま

う

ζ

と

色

豊

富

D
ま
し
た
が
、
知
事
よ
わ
謡
音
寺
吉
ん
顎

石
棋
げ
後
伏
峰
崎
慎
慣
例
日
口
他
省
後
帰
倍
し
た
。
石
井
さ
ん
は
、
大
磯
町
に
佳
品
名
度
ー
と
い
主
院
で
大
変
日
惜
し
い
と
患
い
ま
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
と
さ
九

長
会
之
男
美
幸
志
次
治
子
治
浅
光
開
町
一
一
一
一
男
平
塩
に
勤
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
ま
す
が
、
す
。
大
輔
立
、
古
田
沼
邸
跡
や
口
Y
グ
ピ
た
。
ま
た
、
構
去
を
揮
で
み
な
4

市

浩

佳

清

博

博

祐

技

法

鴻

間

耐

久

吾

牌

徳

盤

、

4

@

川

イ

擢

川

川

谷

井

見

川

川

藤

隠

山

線

緊

山

対

パ

子

木

時

カ

ζ

意

克

は

i

チ

な

ど

カ

あ

D
、
知
名
震
は
嵩
い
と
話
し
合
い
た
い
と
患
い
ま
す
。

r

平
窃
湯
栴
石
二
小
伊
揖
杉
菊
動
向
錨
吉
金
輪
石
井
清
聾
さ
苦
ほ
ど
イ
メ
ジ
と
い
思
い
ま
ナ
。
ま
た
、
平
田
棋
に
は
七
夕
ま
ら
も
市
荷
品
に
む
一
協
力
く
だ
さ
い
。

モ
ノ
レ

i
ル

く敬称略〉

2J守248(金)~268 (箆7
2泊 3日パス旅行

・響購入関 40人亡先着腹3

・費 用 1人28.000河

・みどころ 雲田飛騨s';借対、朝市、源蔵ぴ

ら昔、古い街並

程 2月24日〈金〉午前 7時半出発

2月26日 (8)午後帰着

・ 申 し 込 み 地 域 づ く D課市淀生活保へ

事加費者添えて申し込む。

〈簿謡 23-1111肉親244)

櫨 平壇市友重子都市交流軍委員金

とき

-日

'" 

と き 2丹3El (重量)~7 B (火7
・出発 2月 3El (金〉午控 9時見附台保育館前

。帰着 2月 7日仁火〉午前8時 ク

会 主義 山形祭議3:.~蓄篠スキーま曇

晴香蔵王工コーホテル

ー合間 30.0∞同
審方日調格帯寄16歳以上の市内在住、在勤

在学者で健療な男女。

審加申込 所 定 の 用 紙 に 記 入 の う え 会 費 を 添 え て

体背課〈質草書苦31-3060)へ申し込みを。

受吋は12月 17日 Eこと〉から、先署80人

まで。



警

径

J 唾弊易

十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
一
一
日
た
。
間
訓
棟
は
、
間
活
信
皆
の
出
火
を

ま
で
、
秋
苧
火
災
予
防
連
動
が
出
世
間
さ
想
定
し
、
通
報
、
初
期
消
火
、
避
時
議

れ
た
。
期
間
中
は
、
事
業
所
を
対
象
と
導
等
の
副
訓
練
雪
竹
っ
た
。

し
た
火
災
予
防
査
摂
を
は
じ
め
、
消
防
今
年
、
十
一
月
末
日
ま
で
に
平
境
問

訓
練
、
防
火
管
理
者
実
務
講
商
会
、
災
で
起
き
た
火
試
は
、
昨
年
同
期
よ
り
も

者
対
錆
講
習
会
な
ど
が
符
わ
れ
た
a

七
件
多
い
九
十
二
件
。
向
か
と
世
た
だ

こ
の
う
ち
、
間
前
訓
練
は
、
十
二
月
し
い
年
目
揃
を
迎
ズ
ま
す
。

一
日
、
駅
ピ
ル
ラ
戸
ス
カ
で
実
施
さ
れ
火
災
に
と
注
窓
か
フ

年
も
押
し
詰
ま
っ
た
よ
ム
一
月
二
十
五
の
百
九
一
低
宅
行
う
。

白
か
ら
大
み
そ
か
に
か
け
で
、
会
消
防
そ
し
て
、
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
三

機
関
を
あ
げ
て
よ
刷
末
火
災
特
別
警
寸
一
門
固
ま
で
の
午
憧
八
障
か
ら
型
午
前

戒
u
ぜ
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
君
時
ま
で
、
消
防
部
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地

期
間
出
は
、
皆
さ
ん
に
火
災
予
防
を
町
悼
む
巡
凶
器
備
を
実
施
す
る
。
ま
た
、

呼
び
掛
け
る
と
と
も
に
、
多
く
の
人
々
十
二
月
二
十
九
日
に
梢
防
民
と
消
防
司

が
集
ま
る
興
業
場
、
百
自
信
な
と
L
位
長
が
、
一
一
一
十
日
に
は
戸
長
が
夜
間
督
励

頼
し
て
、
区
内
政
送
に
よ
る
火
沈
下
防
巡
喝
を
一
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

火
災
シ
!
ズ

y
を
迎
え
、
十
一
月
十
マ
粉
末
梢
火
器
却
型
の
部

E
E
r平
塚
市
梢
防
総
合
訊
練
場
で
孫
一
司
趨
勝
開
討
ペ
イ
ン
ト
(
棋
)

十
六
回
情
火
続
投
式
会
が
同
聞
か
れ
た
。
準
慣
勝
日
産
車
部
(
株
)
・

3
佼

競
技
結
果
は
次
の
と
お
り
。
石
壇
研
究
所
(
株
)

マ
粉
末
梢
火
謡
ぬ
型
心
部
マ
小
型
動
力
ポ
ン
プ
操
法
の
部

・
盟
勝
横
浜
ヱ
イ
ロ
ク
イ
ッ
プ
・
臨
時
勝
目
盤
車
樟
(
株
)
・
準
罷

〈
楳
)
ヨ
擢
後
勝
目
竜
一
車
誌
(
株
)
勝
関
西
ペ
イ
ン
ト
(
株
)
・

3
位

φ
3位
平

壇

市

役

所

高

砂

蚕

鴨

工

業

(

株

〕

箆対抗駅

く〉と意?丹 8回〈沼〉

.，午前8時開会" 9時出湾

内実業関駅伝

く〉とき 1J号158(日〉

・午前8時開会、 9時出発

骨 コ ー ス 揮 10互市役所一消防神田出張所且4蜘揮4区翼出入口一中沢構 6.5帥
第 2区神出出張所'-1菱自湾事理 5.2加 欝 5 18:中沢橋一山誠中学校 5.2'"'
揮 30ま量豊田本郷真面入口 6.3'"' 

R 

Eき療に事IJP脅で書家す。〈期料開放J

開放軽量百 卓球、ノミドミジトY、パスケット、

軟式接球(1-4時〉、ノミレ- (4-8時〉

斑各種包とも、ラケット、シャトJいポーノレ

は必ず各自持審査。(出胃癌には用意して

あDません/)

1月草怒(月〕午後1E寺~容器寺

J'l30怒 ( 月 〉 グ

)<u2月19臼は衆議院選挙開票田ため由jとです

運動のできる親装で謬参加し、よほ書用由理

動ぐつを思惑して〈ださい. (長宮内は土足厳

臼…

重量当 悼宵韓



12月15日 1月128
12月15沼 1月1213
12月1613 1F!13臼
12月 17日 1月218
12月20臼 1月17臼
12月208 1月17日
12月21日 1月18日
12月22日 1月 5日
12月22日 1月 5臼

12月23臼 1月 6日

12月27日 1月10日
12月27日 1月初日

1月11臼 258

棋畠公民館

民間崎公民館

国金田公民館

ふじみ野切地集会所

土屋小学校

国吉沢公民館

高松延小学校

金自小学校

斑みずほ小学校

斑万E琵只理市営住宅

海主主寺

封重量盟公箆書宮
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関盤貴宮情報学研究文献要覧

子ども自主と読書白事典

日本古揖文化費輯艦、電

古文書用語事典

日本女性史研究主調王国鋸

自主人白生活文化事典

図説民情探訪事典

明j伊j事典

斜学技梢25万語大辞典

臼京都市戦災地lilI

日本自然地名辞典

夫部観測星費

図説脳

メカトロニクス翼用便覧

コンピュ}タ用語義母冬

貴品の製造ヱ走塁関全集

最新先鏑技師用語集

新マイコン用語事典

コンピュータ白事典

図解原子力用語辞典

ゴミ茸字:典

山菜事典

伝級王E芸品謀議藍

写真由事典

合同昌事奥

羽治大正の新語・流行諮

現代アメ旦カ名詞事典

アメ1)カ語法事典

ラノレース世界文学事典

な話、 「平芸家市図書館書

曙護所議定期初片子lilI聾目

録」をと希望四方は3理聖書

理主主カウンターへお申し出

ください。 c無担コ

日曜日 9時-16時so分
食休館白 鶴五車月輔自、 12月初日-1F!4日

1 J'l15日、 1月16臼
合図書書館 乎254浅罪事釘12-41穏務31-0415

1:<美術教護「木版磁J
宇づく担¢味が楽しめ、毒事らしにさ回当せる

木版悶入門。 c申し込み期jコ
・期8 1月248-3月13臼Q;毎i車火曜日

・時間 18時30分 -2時紛き

・封輯費翼費

・対聾青年15人
市躍するもの時事j7J、スケッチブック等

すアコーディオン教室

いつでも、どにでも自由に弾げるアコ}デ

イオンの義理聖昔、レク.!l.x.'-ションyングを

中心に学ぶ. (申し込み樹〉

e期日 1月248-3月13自の笹沼火曜日

・時間協帝~宜蹄部分

省対象背年10人く楽隠は相談に応じる〉

官申し込み

会休館岳

会曹:CJ>年歯揖

平254~嵩筋書J12-4 1 穣滋32-7事務

れているも由老、現代仮名に直して読みやす

くし、約400枚の揮睦をすべて載せてある。

・内容弥次北八横浜久翠毛 E文久元年

話事春信コ、金草草圭江の島輔輩記行〈支

楳 3年十台車舎一九〉、大山道中膝栗毛

〈安政4年鈍亭魯文〉など

ー発行神祭11I県図聾館協金

・価格 2.2(泊丹〈一冊番感では扱っていな

い白で、直接題審館へ申し込みを〉

会国会図醤銭蔵書撃の利用

調立鼠虫歯菌館蔵醤のな利用は、軍軍曹日銀

が備えてある 3欝審理主藍カクジターへと相談

を。申し込んでから約2遮閣で当館に履く。

ただし、鯨外で自貸し出しはできないので

葬場穫でと利用を。(期間は約 17)，月潤〉

古関鯉時間

・貸出霊童、静考察、学習室 9碍 -161時50分
・己ども蜜 f)(-土購S 13時-16時50分

会休轄回毎遇月曜日、12F!2B日-1月 4目、

1 F!15S、1月16日
古博物書官 平254浅間防12-41癒宮古33-5111

1:<峡密会

'12月lBS(日)1α時、 14時 ， 3賠ホ}ノレ

「あ〉野愛陣Jカラ-2時間34分原押

山本:茂翼、監督山本縫夫、主主演大竹しむ

ぷによ !:h京潤な青春群像世摘し

• 1月228CS) 10時、 14時 3階ホ}ノル

「男はつらいよ・噂の寅次郎Jカラ-1時

間47分おなじみ貰さんシ且ーズの22押日。

マドジナに大獄滋子炉出演g

女「霊長線膝栗毛」

京本はいずれも京阪島日目、車霊感仮名で欝か

女植物標本の展示

己のたぴ船構市在住の古川代之助民から、

E幼時主主音古'f:rて収集した暗殺増む主的1万点

7)'寄員歯された。乙の中には、丹沢、鰭核など

県内ほかl)でなく、会盟各地の貴重量な費輯が

数事〈ある。今回は、その一住吉を紹介する。

・期閣 12月27日まで

・会場寄贈品コーナ}

=内容丹沢などの植物様京約40点

1:<援を見る会「冬の星座」

専の星座と、そ白中に見られる墨望書や裳窃

を観損ずる。書司日自由なので、当日掛学教室置

にお集ま白老e

・日時 1月27日〈金)1車時-2び時

・会場掛学教室

合体験学習「獲座早見を作ろうJ
選授や皐をさがすときに便利な「墓漆阜児

童皇j 者作句、そ切使い方を実習する.

・日時 1 F!29日〈日)14時3似合-191時
・会場掛学教護および盤上

・討棋聖を 2∞円〈主語呂持事〉

・申し込み 1 F!15日までに往復はが書でa

多数のときは、抱ぜんで30入。



鰯盛場開鍵センタ」

事覇受付 午後 1 時~2時

i 豊富母子健康苧櫨京冊・即j冊と筆記用

具控持番 (3，か月L邸主本初のみ〉

[3か月兇3
1月 6日 58年 9 月 18~1O日生

1 月 18日 58年 9 月 11 日 ~208生

1月25回 58年 9 月 21 日 ~30日主主

[3麓兇1
1月 5臼 55年11月 1 日~1O日生

1月19日 55年11月 11 臼 ~20日生

1 Jl26日 55年11月218~30日主主

務 揖 1期， 3屈受ける

・対盤 2麓 (24か月〉から 4歳 (48
か月〉までの幼泊。なお、接唾開隠

は 2IID、3沼とも 3週間から 8i車問。

翻輯2期 1図受ける

・対象第 1耳耳の 3回 e))'鰐わって

から 1年以上 1年 6))，月以内の期簡

に受ける。なお、第 1期を阜めに受

けて、第2期もなるべ<4震までに

時了するようにしていただきたい。

[)月1
25日 中旗公民館、金自公民館、

国岡崎公民館

26日 神田公民館、間金問公民館、

出揖島公民館

278 保鍵セジター

一
歳
六
か
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の
体

こ
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こ
ろ
ほ
、
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当
た

型
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な
占
刀
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、
大

マ
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申
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初
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〈
月
)

翻接種方法調講I!f.病読で年間

く 7~8 月を酷<)を通じて接種で

昔る。接種目は底部とc梧読を。

麹料金 時 相

軍軍持参するもの 母子鍵唐手帳、保

険証

妊娠中田心揮、栄聾のと D方、赤

ちゃん白膏て方、また安産のための

必要な知識や品操・呼吸法などを学

」も
盤対量および日程

59年 6Jl出震予定の方。 1Jl 9 
臼、 17田、 20臼
・59年 3月出震予定の方 1 Jl23 
8、30日
圏全場需最重センター

鐙 申 し込み電話で保鍵センタ}

(34-Q31j)へ。主治径の許可を樽
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ど
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ま
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平
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Y
心
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笠
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選
己
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子
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揮
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い
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少
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は
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a

砂潤

サラダ抽

小麦粉

しよう抽

トイレット
，ミーパ}

豚肉

購鼎

プロパジ

灯柚

今月は市・県民説揮4期分の納期。

288までに品古庄〈の金融機簡で納めよう。

⑧納税貯蓄組合!こ加入を

市内に納税貯蓄組合が3開組ある。

お近〈の組合に加入を。

⑨便利な口康振替

納綴むとに自動的に預金口座よ b納付でき

る。申し込みは市内の金融機関仁郵笹摘は

話会<)へどうぞ.

・潤い合わせ市収納諜鋳狸時

住居表示区域に新築改築される方

。申請帯は市民課住民登録慌に用意してあり

ます.

0申請醤て住居番号付主宰申請書〉を市民課懇

口に提出して〈ださい。

。住居番号は「住所j と名のつ〈ナべてのも

のに使L期される大切なものですa

民詳しいζ とは、市民課〈筒話23-1111
肉 親230)へお問い合わせを@
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午 後11時、湖底間憾の紅掛町駐車繍自転車霞場
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ねこの越沼収容
県草糊撚謹セジターでは、捨て犬、捨てね

乙によるのら犬、のらね己の増加と、犬、ね

ζ による危害者紡ぐため、今在主も次自白程で

いらなくなった犬、相ζ 由巡回収容を行う。

当日、犬吐出される方は「部かんJ r犬の

餅 LJ r注射揖禦J r愛犬等唱Jを持番のう

え会場へお出iJ>けを。なお、明容車の停留時

間は10分間。また、ねζ は麻袋かダンボール

痛に入れていただきたい。

1 月7 沼 (こと) 1 月14認 (ニ主)

9 自D 神田公民館 9 '00 松原公民主宮

9 守 25 大野公民館 9 ' 20 須賀公民館

9 '5日 豊回公民館 9 '40 花水公民館

10' 10 棋島公民銀 10 回答士見公民館

10' 3日 金田公民館 10' 30 中原公民館

10' 5日間崎公民館 10'55 旭公民館

11'10 金居公民鍔 11 ' 15 吉沢公民館

E 当時の英国人たち

i 器本爆発

E 己の金投は海軍火薬曜の部身会

E社で、英留のア」ムストロジグ、

さチノレク会}ス、/-ベノレ3枚目台

三井費本をもってつ〈られ、その技

吉晴によって日本海軍用無模火鐙の

三製造をしていた。

E ζ の会社の営業期間は、窃惜41

5年(1叩8)荒から大蕊呂年(1919)

Eはじめまでであった。無煙火事寵

~ e!結白必要にi自られた白本藤軍は

~ 10年間その製品を異い上げ、そ

Eの後その施設を重要収するとの約束

三をもって創設吉ぜた自である。

き この品社が平壇(火薬厳に当た

さる所3に設立された袈砲は「①噴

き慎穏にill'<、港と由烹遇も便利で

きある。②扶分の少ない良置な地下

言水が大量置に存在する。①広大な中

E僚滑林〈な1)>，まらおはやし〉跡地

きがあb、その払い下げをめぐって

き繋争中であるJの 3点である。

E 平壇砂丘の地下水は、吉君に徳

" J門家屋華によって茶の湯によいとさ

Eれ、今乙乙に化学工業用水にも適

Eするとされたのである。

z 

" (のち御輯林〉で、

5は、そ的中で壊も広かった上主丘尼

ヨ 〈ぴ〈に〉欄神で晶品。当時は害者

重量されてサYマイモ焔になってい

議

た。敷地はその黒鯛¢焔にも及』ま

すが、 ζ の跡地が中心で晶った。

そして、そむ跡地の払い下げにつ

いて、中原宿民は透州相良の士族

阜野謙蔵と争っていた。

設立に対して、農家の一部品こ反

対はあったが、大勢は招致に向か

っていた。そしてζ 白招致は、市

にとっては、潟甫諸市に先がけて

溺工襲都市になる基となl>，県に

対しては、務工業地を策京湾離に

霊童〈方針に投じた一石となった。

当時の遺物こは、火薬厳の象徴

であった3本煙突のうちの中史む

1本仁富富士チタン内〉、レンガ造

Eフの建物〈パイロット万年鰻・国

有地内〉、応接護獄吏百日人執務主主

〈横浜ゴム記念館〉等がある。

英国人従業員は20数名であった

というが、 ζ の人たちによって西

欧文化がいろいろ伝えられた。市

内で鍍初。こ自転車に乗ったのはこ

の人たちである。テニス、射撃、

クJ)ケットなどの運動も紹介され

ていたという。キャベYやトマト

〈当時は赤ナスと呼んだ〉革法告も

伝えられ、付近の嬢療では、そむ

ζ るよ!:l掠りだしている。

〈文書聖 沼井拡)*指たず組i立市

5聖書欝"，'"蝿〈護憲童話誠一路43)へ。

>53< 
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と
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/ 

朝夕の犬の散揖は、犬の鑓離のために必要なζ

とだが、在留るのは‘犬の7:/、音放置すること。

構生上よ〈ない乙とはもちろんQ)Cと、他の人に

たいへん迷惑になる。 母犬四フジ、は、飼い主四

重量任において土に埋めるなど始末しよう。なお、

送量岳部j揮には入れないCと。

、¥¥¥111111川均均九

~\:;t守番を 1 
~ 7言たか号、:::
----....，. -.... 写 ム や

。巡国釘稜 12月 17日〈土日脚~12時 E苦悩民

館〈宮沢勉区〉・ 13時~15時土屋公民館〈土星地区〉

/12月228Cf:) 1α時~15時関西ペイント/12月24

日〈土)10碍~12時揖島公民館〈掛島地区〉・ 13時

~15時見留糟肉陸横 C大神地区) /12月26臼仁丹〉

• 12月27日 C!() 1び時~15時関西ベイント/12月28

日 α()10時~15時駅兆口〈東海大学・ロータ}ア

クトクラブコ /185日て木)10時~15時駅北口/1

月 7臼 ι土) 1器時~12時 毅訪神社〈甫麗む鵠ぼ〉・ 13

時~15時 馬入L思議公歯〈松原耳蹴豆)/IJllO日付0

10{時~15時市役所/1 月 11日〈水)l慣寺~15碍駅北

口/1月12日仁木)10時~15時 包謹車庫ー lC時~12

時東岸軌材 13 時~15時伊藤重要パン/1 Jl13日

E金)1日時~15時治判電工

一~ご協力ありがとうこやさ。いました一一ハ

日揮ユエパ」すん32入、田中賛金曜鍔ヱ築72入、パイ

ロットプレシジョジ44人、東海大学 430入、花万世趨区

品、八曙抱月ぼ29入、平韓三ライオジズクラブ 120入、小

松電子途麗81入、高浜高校 313入
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